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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
し
い
街
並
み
を
目
指
し
て

　

渡
会
一
昭
さ
ん
が
沿
道
の
清
掃
や
花
壇
の
手
入
れ
を
始

め
た
の
は
、
お
よ
そ
10
年
ほ
ど
前
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
訪
れ
た
際
に
、
ご
み
一
つ
落
ち
て
い
な
い
美
し

い
街
並
み
や
咲
き
誇
る
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
の
花
を
見
て
、
田
原

市
で
も
再
現
し
よ
う
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

９
年
前
、
経
営
す
る
店
舗
を
移
転
さ
せ
た
と
き
に
、
観

光
客
を
お
も
て
な
し
し
た
い
と
思
い
、
国
道
沿
い
に
花
壇

を
作
り
ま
し
た
。「
お
も
て
な
し
の
原
点
は
、
ま
ち
を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
。
き
れ
い
な
花
壇
に
、
ご
み
を
捨
て
る
人

は
い
ま
せ
ん
」
と
話
す
渡
会
さ
ん
。
自
宅
の
温
室
で
増
や

し
た
赤
色
や
ピ
ン
ク
色
な
ど
の
花
が
咲
く
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
を

植
え
、花
壇
を
彩
り
ま
し
た
。
ゼ
ラ
ニ
ウ
ム
は
育
て
や
す
く
、

夏
の
暑
さ
に
も
冬
の
寒
さ
に
も
強
い
た
め
、
３
月
か
ら
12

月
ご
ろ
ま
で
花
を
咲
か
せ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

  

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
安
全
に
清
掃
を

　
「
道
路
の
清
掃
で
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
は
、
通
学
路
に

も
な
っ
て
い
る
の
で
、
除
草
剤
を
使
わ
ず
に
安
全
に
き
れ

い
に
保
つ
こ
と
で
す
」
と
渡
会
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
雑
草

の
種
が
芽
を
出
す
前
の
３
月
ご
ろ
に
、
道
路
に
た
ま
っ
た

土
砂
を
取
り
除
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
最
近
は
、
空
き
缶
を
拾
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
き
た

の
を
実
感
し
て
い
ま
す
よ
」
と
笑
顔
に
な
っ
た
渡
会
さ
ん

が
印
象
的
で
し
た
。

　

市民発
!

　

平
成
24
年
５
月
か
ら
活
動
を
始
め
た
清
田
・
福
江
校
区
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
隊
の
皆
さ
ん
。
こ

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
隊
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
人
の
方
の
地
道
な
清
掃
活

動
か
ら
で
し
た
。
今
回
は
、
10
年
以
上
、
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
渡
会
一
昭
さ
ん
（
福

江
町
）
と
、ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
隊
会
長
の
川
崎
政
夫
さ
ん
（
福
江
町
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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清
田・福
江
校
区
ク
リ
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ン
ア
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プ
隊
の
誕
生
秘
話

　
　
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
ま
い
か
！

　
清
田・福
江
校
区
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
隊
の
誕
生
秘
話

◦清掃活動をするクリーンアップ隊の皆さん

◦ゼラニウムの鉢を持つ渡会さん
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市
民
協
働
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

　

清
田
・
福
江
校
区
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
隊
は
、
現
在
42
名

で
地
元
の
国
道
２
５
９
号
沿
い
の
清
掃
活
動
を
月
１
回
程

度
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
も
と
も
と
渥
美
商
工

会
に
加
盟
す
る
団
体
の
有
志
が
、
平
成
17
年
か
ら
継
続

し
て
き
た
も
の
で
す
。〝
き
れ
い
な
観
光
地
を
み
ん
な
で

つ
く
り
た
い
。
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
〟
と

渡
会
さ
ん
が
福
江
校
区
会
長
の
川
崎
さ
ん
に
話
を
持
ち
か

け
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
隊
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
隊
会
長
の
川
崎
さ
ん
は
「
土
砂
を
置

く
場
所
を
、
市
が
提
供
し
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た

こ
と
で
す
。
今
後
も
市
民
協
働
で
活
動
を
続
け
て
い
き
、

こ
の
活
動
が
、
渥
美
半
島
全
体
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
活
動
日
は
、
３
月
23
日
（
土
）
の
予
定
で
す
。

今
後
も
、
月
１
回
程
度
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
先　

福
江
市
民
館
☎
34
局
３
８
８
１

　
　
　
　
　
　
　
　

清
田
市
民
館
☎
33
局
０
７
８
３

　  アサリの炊きこみピラフ
【材料２人分】
◦アサリ殻付き 100ｇ　◦酒または白ワイン 10ｃｃ
◦ニンジン 25ｇ　◦タマネギ 30ｇ　◦ベーコン １枚
◦ニンニク 少 （々お好みで）　◦塩・コショウ 適量
◦オリーブオイル 小さじ１（植物油でも可）　◦精白米 １合
◦アサリ煮汁＋水 １合分＋10ｃｃ（約190ｃｃ）　◦パセリ 適量

【作り方】
❶ 砂抜きしたアサリは、酒蒸ししておく。精白米は30分
前に洗い、ザルにあげておく。
❷ タマネギとニンジン、ベーコン、ニンニク、パセリは、み
じん切りにしておく。
❸ アサリの煮汁と水を合わせ、塩加減をみて塩・コショウ
で味を調節する。
❹ 炊飯器に、洗った精白米とタマネギ、ニンジン、ベーコ
ン、ニンニクを加える。
❺ 材料の入った炊飯器❹にアサリの煮汁❸を入れ、オリ
ーブオイルを加える。 
❻ 炊きあがるまでに、アサリを殻から外しておく。飾り用
は、殻付きで使用する。（炊き込みご飯モードのある炊飯
器は、炊き込みご飯用にセット）
❼ 炊きあがったら、アサリのむき身、みじん切りにしたパ
セリを加え混ぜ合わせる。

　炒めずに炊き込みで作るピラフです。油

の使用が抑えられます。材料も入れて炊き

込むので、水分を少なめにすることがポイ

ントです。

　オリーブオイルがなければ、植物油でも

おいしくいただけます。バターやマーガリ

ンで作ると、冷めると油っぽく感じ、せっ

かくの〝アサリ〟のうま味がバターの風味

で消されてしまいます。

〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』
広報サポーターの〝たね〟が「旬を上手に、手軽でおいしく、誰にでも簡単にできる料理」
をテーマに、今回は「アサリ」を使ったレシピをお届けします。
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◦作業の説明をする川崎会長
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地域
発!

先
進
地
を
視
察

　

私
た
ち
連
合
会
は
、
昨
年
の
11
月
６
日
、

７
日
と
静
岡
県
沼
津
市
お
よ
び
熱
海
市
で

「
自
主
防
災
活
動
の
先
進
事
例
」
を
視
察

し
ま
し
た
。
先
進
地
域
に
お
け
る
実
践
的

な
取
り
組
み
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た

め
て
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
の
重
要
性
を
認
識

し
ま
し
た
。

避
難
所
開
設
を
ゲ
ー
ム
で
体
験
！

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
避

難
所
に
は
多
く
の
方
が
殺
到
し
ま
す
が
、

運
営
は
地
域
住
民
が
自
主
的
に
行
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

発
生
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
避
難
所
運
営

を
体
験
し
、
理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、

こ
の
研
修
を
企
画
し
ま
し
た
。

地
域
の
話
題

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会

地
域
全
体
で
防
災
意
識
を
高
め
よ
う

▲避難所開設の方法などについて話し合うグループ

２
月
７
日
（
木
）に
、田
原
市
役
所
の
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

「
避
難
所
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
修
」に
つ
い
て
、

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
か
ら
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
は
、
校
区
会
長
や
自
治
会
長
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
な
ど
52
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
冒
頭
、
連
合
会
の
視
察
研
修
の
報
告

を
行
い
、
次
に
８
班
に
分
か
れ
、
愛
知
県
防

災
局
災
害
対
策
課
の
職
員
を
講
師
に
、「
避

難
所
Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
」
と
呼
ば
れ
る
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
で
は
、
避

難
者
の
年
齢
や
性
別
、
国
籍
や
そ
れ
ぞ
れ

が
抱
え
る
事
情
が
書
か
れ
た
約
２
５
０
枚
の

カ
ー
ド
を
、
避
難
所
に
見
立
て
た
体
育
館

や
教
室
の
平
面

図
に
配
置
し
た

り
、
避
難
所
で

起
こ
る
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
に

ど
う
対
応
し
た

り
す
る
か
を
、

模
擬
体
験
し
ま

し
た
。

▲講師の説明に耳を傾ける参加者

▲模擬体験ゲーム（避難所ＨＵＧ）

研
修
の
成
果
を
生
か
し
て

　

参
加
者
は
、
初
め
の
う
ち
は
と
ま
ど
っ

て
い
ま
し
た
が
、
災
害
時
要
援
護
者
へ
配

慮
を
し
な
が
ら
の
部
屋
割
り
、
炊
き
出
し

場
や
仮
設
ト
イ
レ
配
置
な
ど
生
活
空
間
の

確
保
、
視
察
や
取
材
対
応
と
い
っ
た
出
来

事
に
対
し
て
、
積
極
的
に
意
見
が
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
で

は
、
今
後
も
「
防
災
」
を
地
域
の
課
題
と

捉
え
、
こ
の
よ
う
な
研
修
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

★『避難所ＨＵＧ』 ってなに？
　避難所運営を、みんなで考えるためのひとつのアプローチ
として、静岡県が開発したものです。
　ＨＵＧは、Ｈ（h

ヒ ナ ン ジ ョ
inanzyo）、Ｕ（u

ウンエイ
nei）、Ｇ（g

ゲ ー ム
ame）の頭文字を

取ったもので、英語で「抱きしめる」という意味です。避難者
を優しく受け入れる避難所のイメージと重ね合わせて名付
けられました。
※連合会でも、ＨＵＧキットを所有しています。キットは貸

出可能ですので、ぜひ地域活動でご活用ください。

▶お問い合わせ＝事務局（市民協働課内）☎２３局３５０４
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1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ

アースデイたはら
アースデイは「地球のことを考えて行動する日」です。
私たちの住む地球のこと、未来のことなどを、楽しみながら一緒に考えてみませんか。
エネルギー、食べ物、暮らしのいろいろを「自給自足」しましょう。
会場運営はバイオマスエネルギーを使って行います。

◦日　時：４月21日日　午前10時～午後５時　※ 雨天時は４月28 日日に延期
◦場　所：白谷海浜公園　※参加費など入場無料
◦内　容：フードマーケット、海でのパドルボード、カヌー体験、ヨガのワークショップ、
　　　　　種の交換市、地元ミュージシャンによる青空ライブ＆ダンスなど
◦主　催：アースデイたはら2013 実行委員会
◦問い合わせ：　 earth_day_tahara@yahoo.co.jp　　http://taharaearthday.dosugoi.net

※アースデイとは？
地球環境について考える日として提案された記念日。平成２１年の国連総会で、毎年、４月２２日を「国
際母なる地球デー」として採択した。現在は、環境のことを考え、地球への関心を表現するイベントとし
て全世界で開催されている。
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新規団体・人材養成活動補助金市民活動支援情報！

イベント紹介

あなたの団体活動に、ぜひお役立てください！

※詳細は田原市ホームページをご覧ください。　http://www.city.tahara.aichi.jp/
　（トップページ右下「市民協働のまちづくり」をクリック）

◉対象事業　市内で実施される「福祉」「環境」「まちづくり」などの活動
で、市民感覚で柔軟な発想のある事業

◉対象団体　市内で公益活動を行う５人以上で構成された団体
　　　　　　（設立２年未満）
◉補助金額　事業費（対象経費）が３万円以下の場合・・・全額補助
　　　　　　事業費（対象経費）が３万円を超える場合・・・３万円
◉審査方法　書類審査
◉募集期間　４月１日月～平成26年１月31日金　※予算の範囲内

◉対象事業　専門知識や手法などを習得する講座などで、市民公益活動
に有効であると市が認める事業

◉応募要件　４月１日現在で市内の市民活動団体（５人以上で構成）に
所属している者とし、団体（代表者）が申請

◉対象経費　講習会などの交通費・宿泊費・テキスト代・受講料など
◉補助金額　事業費（対象経費）の全額または一部（上限３万円）
　　　　　　※一団体当たり年間３人以内、１回／人
◉審査方法　書類審査
◉募集期間　４月１日月～平成26年１月31日金　※予算の範囲内

新規団体活動補助金

新しくできた団体には、
新規団体活動補助金をどうぞ。
設立２年未満の団体の活動資金の
一部を補助します。

市民活動団体をつくってみたけど、
活動資金の調達はなかなか難しい…

は、団体の活動
にかかわる講座の受講料や参加のための交
通費などを支援するものです。あなたの活
動のさらなる活発化にご活用ください。

人材養成活動補助金は、団体の活
動にかかわる講座の受講料や参加のた
めの交通費などを支援するものです。
あなたの活動のさらなる活発化にご活
用ください。平成25年度は、一団体あ
たりの利用できる人数が増えました。

団体の活動をもっと活発にできるよう、
スキルアップしたい！

人材養成活動補助金
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学校生活の
一コマを紹介

　今回は、小学校での「親子で凧作り」の様子と、中学校での
「和太鼓の授業」の様子をご紹介します。

●学校教育課☎２３局３６７９

東部中学校「和太鼓の授業」
和太鼓演奏で伝統音楽を体感！

　東部中学校では、10年ほど前から日本の伝
統音楽の授業の一環として、2年生で和太鼓を
使った授業を行っています。生徒たちは、和太鼓
の勢いのある音色や威勢のよいかけ声、見た目
の振り付けなどを工夫して取り組んでいます。
　日本の伝統音楽は、楽器の音をまねて一定の
旋律やリズムなどで歌う唱歌をもちいて伝えら

れることが多いといわれています。授業でも唱歌を取り入れたところ、生徒
たちはわかりやすく和太鼓の練習に取り組むことができました。
　授業の中で１月に和太鼓演奏の発表を行い、緊張しながらもしっかりと
打ち込む様子が見られました。生徒からは「途中間違えたところもあったけ
れど、最後までできてよかった」「かけ声がそろってよかった」などの感想が
寄せられました。
　今後も和太鼓を使った授業を継続し、生徒たちが日本の伝統音楽の素晴
らしさを体感してくれることを願っています。

　　福江小学校「親子で凧作り」
　　空高く揚がる凧を思い描き共同作業
　
　昭和60年の連凧作りから始まった福江小学校の凧
作り。昭和61年には、2121枚の連凧を揚げ、日本連凧
クラブからいただいた、「連凧枚数記録認定書」が、校
長室に飾られています。
　昭和62年からは、田原凧・ばらもん凧・江戸凧など、
いろいろな地方の凧を親子で作るようになり、「親子
凧作り教室」という行事として続いています。凧作り
ということで、毎年、お父さんやお祖

じ い

父さんなどの男
性が活躍する場にもなっています。
　本年度は12月に、全校児童が一人１個の六角凧を
作ることに挑戦しました。体育館で凧作りの講師の方から作り方
の説明を受け、各教室に分かれて作り始めました。そして、保護者
と子どもが一緒になって、楽しみながらも真剣に作る姿があちら
こちらで見られました。作った凧は、冬休み中に思い思いの絵や
文字で飾り、１月にＰＴＡ主催で開催した新春親子凧揚げ大会
で、空高く舞い上がりました。
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◦日本の伝統音楽を太鼓演奏で体感

◦親子で協力しながら凧作り

◦空高く揚がった手作りの凧※六角凧は新潟で昔から親しまれていた凧で、構造は縦骨と横骨がキの字に組ま
　れています。

※
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

平
成
24
年
度
地
域
特
産
物
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定

さ
れ
た
磯
田
尚
久
さ
ん（
大
久
保
町
／
製
茶
業
）が

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。こ
の
制
度
は
、地
域

特
産
物
の
栽
培・加
工
な
ど
の
分
野
で
卓
越
し
た
技

能
を
持
ち
、地
産
地
消
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人

材
を
認
定
し
、地
域
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
す
。

▲「小学校で講座を開くなど、地元のお茶や特産物の良さを伝えていきた
い」と意気込みを語った磯田さん（右）。田原市では認定者第１号です

特
産
品
を
活
用
し

地
域
を
活
性
化

２
月
22
日［
金
］

　

福
祉
実
践
教
室
が
六
連
小
学
校
で
行
わ
れ
、低・

中・高
学
年
に
分
か
れ
、手
話・盲
導
犬・車
い
す
の
体

験
を
し
ま
し
た
。低
学
年
の
児
童
た
ち
は
、講
師
の

方
の
動
作
を
よ
く
見
な
が
ら
、手
話
で「
こ
ん
に
ち

は
。私
の
名
前
は
…
」と
、あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
な

ど
を
練
習
し
、福
祉
に
ふ
れ
る一日
と
な
り
ま
し
た
。

手
や
指
な
ど
で
表
す

「
こ
ん
に
ち
は
」

２
月
13
日［
水
］

▲手話を練習する六連小の児童たち

　

き
の
こ
菌
打
ち
体
験（
主
催
：
た
は
ら
里
山
の

会
）が
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ
れ
、家
族

連
れ
な
ど
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。原
木
を
山
か

ら
切
り
出
し
運
搬
す
る
作
業
か
ら
シ
イ
タ
ケ
菌
を

打
ち
込
む
ま
で
を
体
験
し
た
参
加
者
た
ち
。来
年

の
秋
ご
ろ
の
収
穫
が
待
ち
遠
し
い
様
子
で
し
た
。

▲シイタケ菌の種駒を打ち込む参加者。大きなシイタケが育ってほしいですね

里
山
に
ふ
れ
て
知
る

自
然
の
す
ば
ら
し
さ

２
月
17
日［
日
］
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成章高校
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小学校

蔵王
幼稚園

田原中学校

三河田原駅
滝頭公園

白谷海水浴場
白谷海浜公園

蔵王山展望台

山北保育園

田原市役所

田原北部保育園

案内図
田原市
浦片地区

259

グリーンタウン大久保

第1期 一般分譲区画（24区画）

住宅メーカー販売区画

第2期 一般分譲区画（20区画）

●所在地＝田原市大久保町仲原地内／計画戸数（１０１戸）
　※市街化調整区域（建ぺい率６０％、容積率１００％）

地元募集枠（7区画）

調整池

公　園

集会所

グリーンタウン大久保の第一期分譲の募集を、４月から開始します。

①

⑦

○42 ○43 ○44 ○45 ○46

○33 ○34

○35 ○36 ○37 ○38

○41○40○39

○47 ○48 ○49 ○50 ○51

⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫
④ ⑤ ⑥
② ③

区
域
外

 ■…地元募集枠は、大久保地区にお住まいの方、または大久保地区にお住ま
　　　　　いの方からみて四親等以内の方が対象です。

宅地面積および譲渡価格表

187.48㎡ 万
円600.01 205.11㎡ 万

円627.912 337.00㎡ 万
円949.543

184.28㎡ 万
円564.12 276.80㎡ 万

円1,088.033 339.41㎡ 万
円991.744

181.02㎡ 万
円566.73 276.81㎡ 万

円1,165.134 341.84㎡ 万
円998.845

189.34㎡ 万
円764.04 324.29㎡ 万

円1,071.735 344.49㎡ 万
円1,078.546

189.33㎡ 万
円724.45 324.26㎡ 万

円1,003.936 307.32㎡ 万
円1,186.647

189.34㎡ 万
円750.86 324.28㎡ 万

円981.437 306.62㎡ 万
円1,130.648

267.29㎡ 万
円1,115.77 324.28㎡ 万

円1,003.938 306.62㎡ 万
円1,162.649

266.67㎡ 万
円1,076.08 370.83㎡ 万

円1,470.639 306.63㎡ 万
円1,162.650

266.43㎡ 万
円1,075.19 370.75㎡ 万

円1,392.940 306.62㎡ 万
円1,226.651

266.56㎡ 万
円1,140.510 368.44㎡ 万

円1,435.441
201.66㎡ 万

円610.311 336.57㎡ 万
円960.042

第
1
期
分
譲
区
画
・
地
元
募
集
枠

宅地番号 宅地面積 譲渡価格 宅地番号 宅地面積 譲渡価格 宅地番号 宅地面積 譲渡価格

※確定測量により、面積に若干の
　変動がある場合があります。

 ■…地元募集枠

分譲日程
 ●募集要領の配布 ＝3月18日月～4月30日火 
●申し込み受付＝地元募集枠／4月18日木～24日水、一般募集枠／4月18日木～30日火
●現地案内会＝4月20日土・21日日     
●抽選会＝地元募集枠／4月25日木 午前10時、一般募集枠／5月2日木 午前10時
●宅地引渡し＝7月下旬までに譲渡代金を完納したとき
　※募集要領の配布や、申し込み受け付けは建築課にて。詳しくは、お問い合わせください。

浦片地区の住宅・企業用地

◉住宅用地の概要
●分譲区画数＝２０区画程度
●１区画面積＝５０～６０坪程度
●販売価格＝４０,０００円／㎡～
●現地案内会＝４月１３日土・１４日日
●一般抽選会＝４月２１日日
●標高＝１１～１７ｍ

◉企業用地の概要
●分譲区画数＝１０区画
　※面積相談（分割販売など）も受付
●１区画面積＝約５００～１０,０００㎡
●販売価格＝１９,５００円／㎡～
●用途地域＝市街化区域（準工業地域）
●標高＝５ｍ

　※供用開始は、平成２６年４月１日を予定していますのでご了承ください。

田原浦片土地区画整理組合（街づくり推進課内）
　　urakata@city.tahara.aichi.jp　  http://tahara-urakata.idct.org/

☎23局3523

田原市土地開発公社 (建築課内）☎23局3527

浦片地区の住宅用地・企業用地分譲の募集を、４月から開始します。
浦片地区は童浦校区内に位置し、田原中心市街地や豊橋市にも近く、交通の利便性が高い地域です。
また、津波災害に対応した標高で安全な地区となっています。申し込み方法などについては、お問い合わせください。
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―
こ
れ
ま
で
の
野
球
人
生
を
振
り
返
っ
て

【
小
川
さ
ん
】　

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ
と
は
、
保
育
園

の
時
か
ら
の
目
標
で
し
た
。
何
が
そ
う
思
わ
せ
た
の
か
は

覚
え
て
い
ま
せ
ん
が
、「
行
き
た
い
」
と
い
う
よ
り
は
、

自
分
は
「
行
く
ん
だ
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
３
年
生
か
ら
地
元
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
に
入
り

ま
し
た
。
練
習
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
で
す
が
、
今
思
え

ば
、
そ
の
か
い
も
あ
っ
て
、
中
学
・
高
校
、
さ
ら
に
は
大

学
と
、
こ
こ
ま
で
頑
張
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
成
章
高
校
３
年
の
春
に
出
場
し

た
甲
子
園
で
の
１
勝
。
大
学
時
代
の
全
国
大
学
野
球
選
手

権
大
会
へ
の
出
場
な
ど
、
自
分
な
り
に
頑
張
っ
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
努
力
を
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
評
価
し
て
も
ら

え
た
こ
と
が
自
信
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
力
と
な
っ
て
、

目
標
で
あ
っ
た
プ
ロ
野
球
選
手
と
い
う
夢
を
手
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
も
、
家
族
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
元

の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
声
援
、
指
導
者
や
諸
先
輩
方
か
ら

の
激
励
な
ど
、
本
当
に
多
く
の
方
の
お
か
げ
だ
と
、
今
は

た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

―
自
分
の
持
ち
味
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

【
小
川
さ
ん
】　

周
り
か
ら
は
「
常
に
冷
静
」
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
自
分
と
し
て
は
、
何
事
に
対
し
て
も
「
強
気
」

な
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
強
気
で
い
る
の
は
、
一
つ
は

自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
あ

る
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
“
必
ず
勝
つ
と
決
め
た

方
が
勝
つ
”
の
哲
学
か
ら
で
す
。
マ
ウ
ン
ド
に
上
が
れ
ば

「
絶
対
に
勝
つ
」
と
い
う
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ま
で
、
迷
い
や
不
安
を
吹
き
飛
ば
す
だ
け
の
練
習
を
し

て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
自
信
を
持
っ
て
マ
ウ
ン
ド
に

上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
皆
さ
ん
に
、
強
気
な
ピ
ッ
チ
ン
グ

を
見
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

【
小
川
さ
ん
】　

ま
ず
は
家
族
に
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

自
分
は
５
人
兄
弟
の
末
っ
子
な
の
で
す
が
、
姉
た
ち
は
や

り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
我
慢
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
特
に
物
心
両
面
で
支
え
て
く
れ
た
両
親
に
は
、

こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も
い
い
暮
ら
し
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
日
で
も
早
く
、
そ
し
て
一
日

で
も
長
く
一
軍
の
マ
ウ
ン
ド
で
活
躍
す
る
姿
を
見
せ
る
こ

と
が
今
の
目
標
で
す
。

―
田
原
市
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

【
小
川
さ
ん
】　

特
に
子
ど
も
た
ち
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
勉

強
な
ど
、
何
事
も
や
る
前
か
ら
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
を

常
に
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
消
極
的
な
成
功
よ
り

も
、
積
極
的
な
失
敗
か
ら
そ
の
原
因
を
見
つ
け
、
反
省
し

て
も
決
し
て
後
悔
を
し
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
応
援
や
激
励
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
自
分
が
活
躍
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
に
勇
気
や
感
動

を
与
え
ら
れ
る
選
手
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

小川 泰
や す ひ ろ

弘さん（赤羽根町出身）・埼玉県戸田市在住
プロ野球：東京ヤクルトスワローズ／投手

今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝

私 の 歩 み 方 第７回
各分野で活躍する田原市出身の方を不定期でご紹介しています。

▲小川選手のサインボール。平成
２４年１２月１９日、市長への表敬
訪問の際、小川選手から市長に
贈られたもの。

◉赤羽根小学校・赤羽根中学校を卒業。小学校３年から野球を始め、６年
の夏には東海大会に出場し準優勝投手に。中学校時代は軟式野球部で愛知
県大会４強。成章高校３年の春に甲子園出場。１回戦で駒大岩見沢高校に
完投勝利した。創価大学（東京都）に進学後は、２年の春からエースとし
て活躍。昨年のプロ野球ドラフト会議で、東京ヤクルトスワローズから２
位指名を受け入団。プロ１年目からの活躍が期待される。

【大学時代の主な成績】
　・通算 36 勝３敗（35 完投 23 完封）、防御率 0.60
　・ＭＶＰ、ベストナインを５回受賞
　　最優秀投手賞、最多勝、最優秀防御率を４回受賞
　　※東京新大学野球リーグ戦（春・秋）のタイトル

「
絶
対
に
勝
つ
」
強
気
で
マ
ウ
ン
ド
へ



三河田原駅

藤尾山
▲

黒河湿地
植物群落

田原警察署

田原中

田原市役所

コンビニ
農高前バス停

南部保育園

G.S

渥美農業高校

南部小

高松小

長興寺
めっくん
はうす渥美病院

至豊橋

至豊橋

至伊良湖岬

至伊良湖岬

稲場

高松

大草

黒河

大久保南
大久保西

大久保
259

42

グリーンタウン
大久保

案内図

三河港大橋コンビニ

コンビニ

中央図書館
田原文化会館

セントファーレ

コンビニ

コンビニ

池ノ原公園
成章高校

消防署藤七原湿地
植物群落

権現の森
シェルマよしご

緑が浜公園童浦
小学校

蔵王
幼稚園

田原中学校

三河田原駅
滝頭公園

白谷海水浴場
白谷海浜公園

蔵王山展望台

山北保育園

田原市役所

田原北部保育園

案内図
田原市
浦片地区

259

グリーンタウン大久保

第1期 一般分譲区画（24区画）

住宅メーカー販売区画

第2期 一般分譲区画（20区画）

●所在地＝田原市大久保町仲原地内／計画戸数（１０１戸）
　※市街化調整区域（建ぺい率６０％、容積率１００％）

地元募集枠（7区画）

調整池

公　園

集会所

グリーンタウン大久保の第一期分譲の募集を、４月から開始します。

①

⑦

○42 ○43 ○44 ○45 ○46

○33 ○34

○35 ○36 ○37 ○38

○41○40○39

○47 ○48 ○49 ○50 ○51

⑧ ⑨ ⑩

⑪ ⑫
④ ⑤ ⑥
② ③

区
域
外

 ■…地元募集枠は、大久保地区にお住まいの方、または大久保地区にお住ま
　　　　　いの方からみて四親等以内の方が対象です。

宅地面積および譲渡価格表

187.48㎡ 万
円600.01 205.11㎡ 万

円627.912 337.00㎡ 万
円949.543

184.28㎡ 万
円564.12 276.80㎡ 万

円1,088.033 339.41㎡ 万
円991.744

181.02㎡ 万
円566.73 276.81㎡ 万

円1,165.134 341.84㎡ 万
円998.845

189.34㎡ 万
円764.04 324.29㎡ 万

円1,071.735 344.49㎡ 万
円1,078.546

189.33㎡ 万
円724.45 324.26㎡ 万

円1,003.936 307.32㎡ 万
円1,186.647

189.34㎡ 万
円750.86 324.28㎡ 万

円981.437 306.62㎡ 万
円1,130.648

267.29㎡ 万
円1,115.77 324.28㎡ 万

円1,003.938 306.62㎡ 万
円1,162.649

266.67㎡ 万
円1,076.08 370.83㎡ 万

円1,470.639 306.63㎡ 万
円1,162.650

266.43㎡ 万
円1,075.19 370.75㎡ 万

円1,392.940 306.62㎡ 万
円1,226.651

266.56㎡ 万
円1,140.510 368.44㎡ 万

円1,435.441
201.66㎡ 万

円610.311 336.57㎡ 万
円960.042

第
1
期
分
譲
区
画
・
地
元
募
集
枠

宅地番号 宅地面積 譲渡価格 宅地番号 宅地面積 譲渡価格 宅地番号 宅地面積 譲渡価格

※確定測量により、面積に若干の
　変動がある場合があります。

 ■…地元募集枠

分譲日程
 ●募集要領の配布 ＝3月18日月～4月30日火 
●申し込み受付＝地元募集枠／4月18日木～24日水、一般募集枠／4月18日木～30日火
●現地案内会＝4月20日土・21日日     
●抽選会＝地元募集枠／4月25日木 午前10時、一般募集枠／5月2日木 午前10時
●宅地引渡し＝7月下旬までに譲渡代金を完納したとき
　※募集要領の配布や、申し込み受け付けは建築課にて。詳しくは、お問い合わせください。

浦片地区の住宅・企業用地

◉住宅用地の概要
●分譲区画数＝２０区画程度
●１区画面積＝５０～６０坪程度
●販売価格＝４０,０００円／㎡～
●現地案内会＝４月１３日土・１４日日
●一般抽選会＝４月２１日日
●標高＝１１～１７ｍ

◉企業用地の概要
●分譲区画数＝１０区画
　※面積相談（分割販売など）も受付
●１区画面積＝約５００～１０,０００㎡
●販売価格＝１９,５００円／㎡～
●用途地域＝市街化区域（準工業地域）
●標高＝５ｍ

　※供用開始は、平成２６年４月１日を予定していますのでご了承ください。

田原浦片土地区画整理組合（街づくり推進課内）
　　urakata@city.tahara.aichi.jp　  http://tahara-urakata.idct.org/

☎23局3523

田原市土地開発公社 (建築課内）☎23局3527

浦片地区の住宅用地・企業用地分譲の募集を、４月から開始します。
浦片地区は童浦校区内に位置し、田原中心市街地や豊橋市にも近く、交通の利便性が高い地域です。
また、津波災害に対応した標高で安全な地区となっています。申し込み方法などについては、お問い合わせください。
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▪
田
原
市
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

　

ン
を
実
施
し
ま
し
た

　

２
月
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
に
合
わ
せ
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
な
ど
の
照
明
を
消
す
、

冬
季
の
「
田
原
市
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ンペ
ー

ン
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

■
実
施
結
果

◦
実
施
日
／
２
月
１
日
・
15
日

◦
参
加
施
設
／
市
内
52
事
業
所

■
主
な
実
施
内
容

◦
照
明
の
消
灯
・
間
引
き

◦
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
へ
の
取
り
替
え

◦
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
実
施

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
省
エ

ネ
。
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
こ
の
実
施
結
果
は
、

市
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/ 

◉
省
エ
ネ
に
取
り
組
も
う
！

　

皆
さ
ん
は
日
ご
ろ
、
ど
の
く
ら
い
省
エ
ネ

を
意
識
し
て
い
ま
す
か
。
省
エ
ネ
は
我
慢
す

る
の
で
は
な
く
、
無
理
な
く
工
夫
を
重
ね
て

継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

次
の
「
○ま

る
ば
つ×
ク
イ
ズ
」
に
挑
戦
し
、
省
エ

ネ
に
つい
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

Ｑ
１
．
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
す
る
と
交
通
事
故

の
低
減
に
な
る
？

Ａ
１
．
○
。
や
さ
し
い
発
進
を

心
が
け
る
な
ど
の
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
は
、
燃
費
向
上
に
つ
な
が
る

ほ
か
、
交
通
事
故
の
発
生
を
約

50
％
低
減
さ
せ
る
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
．
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
は
白
熱
電
球
の
約
４

倍
長
持
ち
す
る
？

Ａ
２
．
×
。
約
40
倍
長
持
ち
し
ま
す
。
寿
命

が
長
い
と
廃
棄
物
を
減
ら
せ
、
買
い
置
き
や

取
り
替
え
の
手
間
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
た
ご

み
の
中
に
は
、分
別
さ
れ
て
い
な
い
も

の
や
、収
集
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。今
回
は
、ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
な
い〝
違

反
ご
み
〟に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

間
違
っ
て
出
さ
れ
た
ご
み
に
は
、
違
反
ご

み
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
、
し
ば
ら
く

の
間
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョン
に
残
し
て
お
き
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
大
量
の

〝
違
反
ご
み
〟
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◉
違
反
ご
み
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
枚
数

◦
平
成
21
年
度
…
４
１
８
９
枚

◦
平
成
22
年
度
…
３
７
３
７
枚

◦
平
成
23
年
度
…
３
４
２
８
枚

◉〝
違
反
ご
み
〟の
種
類

◦
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

◦
指
定
袋
に
入
っ
て
い
な
い
ご
み

◦
収
集
日
以
外
に
出
さ
れ
た
ご
み

◦
粗
大
ご
み

◦
事
業
系
の
ご
み

◦
産
業
廃
棄
物

◉
間
違
え
や
す
い
ご
み

◦
布
類
と
し
て
出
せ
な
い
も
の

◦
布
団
、
座
布
団
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
マ
ッ

ト
レ
ス
＝
粗
大
ご
み

◦
枕
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
金
具
付
き
の
か
ば

ん
＝
も
や
せ
な
い
ご
み

◦
も
や
せ
な
い
ご
み
で
出
せ
な
い
も
の

◦
こ
た
つ
、
座
い
す
、
ス
ト
ー
ブ
、
三
輪

車
な
ど
の
大
型
の
も
の
＝
粗
大
ご
み

◦
収
集
で
き
な
い
も
の

◦
粗
大
ご
み
＝
各
資
源
化
セ
ン
タ
ー
に
直

接
搬
入

◦
タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
エ
ン
ジ
ン
オ

イ
ル
＝
販
売
店
に
処
分
を
依
頼

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

10

82
◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
２
１
３
２
人・
事
業
所
81
か
所（
２
月
末
現
在
）

　
〝
違
反
ご
み
〟
は
、
生
活
環
境
の
景

観
を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
処
理
に
多

大
な
経
費
が
か
か
り
ま
す
。
各
地
区
の

廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
さ
ん
を
中
心

に
、
ル
ー
ル

を
守
っ
て
ご

み
を
出
し
ま

し
ょ
う
。
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23

津
波
警
報
が
変
わ
り
ま
し
た

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
津
波
警
報
の
発
表
内
容
が
、

３
月
７
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

▪
津
波
警
報
・
注
意
報

　

気
象
庁
は
、
津
波
に
よ
る
災
害
の
発

生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
地
震
発

生
後
、約
３
分
で
津
波
予
報
区
ご
と（
田

原
市
は
、「
愛
知
県
外
海
」「
伊
勢
・
三

河
湾
」
が
該
当
）
に
津
波
警
報
ま
た
は

注
意
報
を
発
表
し
ま
す
。
そ
の
後
、「
予

想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
」「
津
波
の
到

達
予
想
時
刻
」
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

▪
注
意
点

◦
震
源
が
陸
地
に
近
い
と
、
発
表
が
津

波
の
襲
来
に
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◦
沿
岸
の
地
形
な
ど
が
影
響
し
、予
想
よ

り
も
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
繰
り
返
し
襲
っ
て
き
ま
す
の
で
、
警

報
や
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は

安
全
な
場
所
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

※
「
巨
大
」
と
い
う
言
葉
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
ら
、
東
日
本
大
震
災
ク
ラ
ス
の

津
波
が
来
る
と
思
っ
て
、
た
だ
ち
に
よ
り

高
い
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉交流のきっかけ
　平成14年12月、上流域から届く「水」への感謝の気
持ちを込めて、旧田原町農業委員会が旧津具村（現
設楽町）の津具保育園に菜の花を贈りました。これが
きっかけとなり、その後も交流が続いています。
◉ひと足早い春を満喫！
　２月４日（月）、設楽町の清

せいれい

嶺
保育園から６名、田口宝保育
園から17名の園児が田原市に
やってきました。
　まず、サンテパルクたはらでは、
かわいらしい動物たちとふれあったり、笑顔でポニーと記
念撮影したりしました。次に園児たちは、大久保町の本
多さんのハウスに向かい、「イチゴ狩り」をしました。園児
たちはたくさん実ったイチゴを次 と々ほお張りました。
　そして菜の花畑に移動した園児たち。トラクターの幌

ほろ

付荷台に乗り、満開の
菜の花畑を散策しまし
た。園児たちは、「黄色
い花がいっぱい」と菜
の花を手に取り、ひと足
早い春を楽しみました。
◉みんなが笑顔になる交流
　受け入れを行ったＮＰＯ法人田原菜の花エコネット
ワークの皆さんは、園児たちの喜ぶ顔を見て、「園児た
ちから元気をもらった」とうれしそうな様子でした。
　みんなの笑顔があふれるこの交流が、末永く続いて
いくといいですね。
▶政策推進課☎２３局３５０７

■国内外との交流・多文化共生

姉妹都市 設楽町との「菜の花交流」
設楽町との菜の花を通じた交流についてご紹介します。

▲津波予報区
　（愛知県・三重県・静岡県）

◎変更後の分類（５段階）

区分
予想される津波の高さ とるべき

行動数値での
発表

巨大地震の
場合の表現

大津波警報
10m 超

巨大
ただちに高台
な ど の 安 全
な場所へ避難

（より高く）

10m　

5m　

津波警報 3m　 高い

津波注意報 1m　 （表記しない）
ただちに海岸
付近から離れ
る

▲真っ赤に熟したイチゴをパクッ!

▲ポニーと遊んだよ

伊勢・三河湾
静岡県

三重県南部

愛知県
外海
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▼
種
類
＝
乙
種
全
類
・
丙
種　

▼
対
象

＝
一
般　

▼
日
時
＝
平
成
25
年
５
月
12

日
（
日
）　

▼
場
所
＝
名
古
屋
市
内　

▼
申

し
込
み
＝
①
市
役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防

署
・
各
分
署
で
配
布
さ
れ
る
受
験
願
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、４
月
１
日（
月
）

～
10
日
（
水
）
の
期
間
に
郵
送　

②
３
月

29
日
（
金
）
午
前
９
時
～
４
月
７
日
（
日
）

午
後
５
時
の
期
間
に
財
団
法
人
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子

申
請　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事

前
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
25
年
度
か
ら
元
気
パ

ス
購
入
助
成
券
が
新
た
に
加

わ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に

は
、
引
換
券
を
３
月
下
旬
ご

ろ
郵
送
い
た
し
ま
す
。
福
祉

タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
電
車
券
・

元
気
パ
ス
購
入
助
成
券
の
交
付
を
希
望
す

る
方
は
、
署
名
の
う
え
、
引
換
券
に
記
載

さ
れ
た
市
役
所
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
該
当
者
＝
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
／
①
昭
和
19
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
②
１
・
２
級
の
下
肢
・
体
幹
・

視
覚
障
害
者
、
１
級
の
内
部
障
害
者
③
Ａ

判
定
の
知
的
障
害
者
④
１
・
２
級
の
精
神

障
害
者　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
引
換
券

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
元
気
パ
ス
と
は
？

　

元
気
パ
ス
は
65
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
購
入
で
き
、
豊
鉄
バ
ス
全
線
１
乗

車
１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
券
で
す
（
３

カ
月
券
５
０
０
０
円
、半
年
券
９
０
０
０
円
、

１
年
券
１
万
５
０
０
０
円
）。
三
河
田
原

駅
、
豊
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
、
豊
鉄
チ
ケ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。

※
元
気
パ
ス
購
入
助
成
券
は
、
半
年
券

ま
た
は
１
年
券
を
購
入
す
る
と
き
に

６
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。
残
額
は

自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７　

23
局
３
５
４
５

　

コ
ス
ト
削
減
と
よ
り
効
率
的
な
管
理
運

営
を
図
る
た

め
、
渥
美
支
所

の
日
直
業
務

の
場
所
を
、
４

月
の
土
・
日
曜

日
、
祝
日
か
ら

渥
美
文
化
会

館
事
務
室
へ

移
転
し
ま
す
。

▼
地
域
課
☎
33
局
１
１
１
８

　

田
原
市
で
は
、

健
康
情
報
、
各
種

保
健
事
業
（
住
民

検
診
、
予
防
接
種
、

乳
幼
児
健
診
な
ど
）
の
日
程
や
当
直
医
な

ど
を
掲
載
し
た
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、

市
内
医
療
機
関
マ
ッ
プ
や
福
祉
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
自
治
会
を
通
し
て
全
世
帯
に
配
布

し
て
い
ま
す
が
、
配
布
さ
れ
な
い
世
帯
や

転
入
さ
れ
た
方
な
ど
に
は
、
市
役
所
、
あ

つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
、
渥
美
支
所
、
赤
羽

根
市
民
セ
ン
タ
ー
で
も
お
渡
し
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

渥美郷土
資料館

渥美
文化会館

出入口

渥美
図書館

渥美支所

従前の日直場所

4月1日以降の
日直場所

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
・
バ
ス
電
車
券
・

元
気
パ
ス
購
入
助
成
券
を
交
付

渥
美
支
所
の
日
直
業
務
を

渥
美
文
化
会
館
で
行
い
ま
す

２
０
１
３
年
度
版「
田
原
市
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

▲田原市健康カレンダー
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地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯
協
会
、
警
察
、

市
が
協
力
し
合
い
、
身
の
回
り
に
危
険
を

及
ぼ
す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を
行
い

ま
す
。
身
の
回
り
の
防
犯
対
策
を
し
っ
か

り
と
確
認
し
、
万
全
の
態
勢
を
習
慣
づ
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

新
入
学
児
童
・
園
児
は
、
身
を
守
る
力

が
弱
く
、
保
護
者
や
周
り
の
大
人
が
見
守

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
ぐ
る

み
で
防
犯
活
動
を
行
い
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◉
運
動
重
点

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
盗
の
防
止

（
年
間
取
組
事
項
）

◦
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
り
や
す

い
犯
罪
の
防
止

◦
自
動
車
関
連
窃
盗
お
よ
び
自
動
車
盗
の

防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

新
緑
が
鮮
や
か
な
こ
の
時
期
は
、
新
入

学
児
の
行
動
範
囲
が
広
が
っ
た
り
、
高
齢

者
の
朝
夕
の
散
歩
や
外
出
の
機
会
が
増
え

る
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
気
候
が
よ
く
な
り
、
そ
の
開

放
感
か
ら
飲
酒
運
転
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
飲
酒
運
転
を

な
く
し
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
か
け
た

ら
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
で
交
通
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◉
運
動
重
点

◦
子
ど
も
と
高
齢
者
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う

◦
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
よ
う

◦
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し
よ
う

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
て

い
る
法
律
相
談
の
開
催
日
を
、
４
月
か
ら

変
更
し
ま
す
。
な
お
、
多
重
債
務
法
律
相

談
（
第
２
・
４
水
曜
日
／
午
後
１
時
～
４

時
）
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
開
催
日
時
＝
毎
月
第
４
木
曜
日　

午
後

１
時
30
分
～
３
時
（
一
日
あ
た
り
３
枠
／

予
約
制
）

▼
愛
知
県
東
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ　
　

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
３
３
７

　

http://www.pref.aichi.jp/0000011119.html

　

春
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

４
月
１
日
月
～
10
日
水

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
土
～
15
日
月

法
律
相
談
の
開
催
日
を

４
月
か
ら
変
更
し
ま
す

◉申込資格　平成25年４月１日時点で、医学部大学生、医
学部大学院生および医師で臨床研修、専門研
修を受けている方、または受けようとする方

◉貸与人数　若干名
◉貸与資金の種類と金額・期間

※修学資金等は、重複して申請できますが、貸与期間は通算する
ものとし、原則６年間を限度とします。

◉申込期間　４月１日月～５月10日金　※締切日必着

◉申込方法　健康課にある貸与申請書（市ホームペー
ジからもダウンロード可）に必要事項を
記入のうえ必要書類を添えて直接提出　
※詳細は応募要領をご覧ください。

◉選考方法　書類審査および面接
◉次の条件に該当する場合、貸与した修学資金等の返
　還を免除します。

1臨床研修、専門研修または大学院の課
程を修了後、原則として直ちに特定従事
医師（産科・小児科）として、修学資金等の
貸与期間の３分の２に相当する期間を市
内の公的医療機関に勤務したとき
2臨床研修、専門研修または大学院の課
程を修了後、原則として直ちに特定従事
医師以外の医師として、修学資金等の貸
与期間に相当する期間を市内の公的医療
機関に勤務したとき
※貸与期間が短い場合でも、３年以上の勤務期間
が必要です。

◉問合先・提出先
田原市役所　健康課
☎２３局３５１５ 　２３局３８１０
　 http：//www.city.tahara.aichi.jp/

田原市医師確保修学資金等の申し込み
地域医療における医師確保を図るため、将来医師として田原市内の公的医療機関（厚生連 渥美病
院）に勤務する意志のある方を対象に、修学に必要な資金をお貸しします。

名称 貸与金額 貸与期間

大学生修学資金 月額２０万円
入学時１００万円（１回限り）

正規の修学期間
（６年間を限度）

大学院生修学資金 月額２０万円 正規の修学期間
（４年間を限度）

研修資金 月額１０万円 ５年間を限度
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福
江
町
の
町
並
み
を
歩
い
て
い
た
ら
、

気
に
な
る
も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
な
、
フ
ェ
ン

ス
に
囲
ま
れ
た
防
火
水
槽
で
す
。
し
か
し

良
く
見
る
と
、
縁
に
は
数
字
が
書
い
て
あ

る
タ
イ
ル
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
も
し
か

し
て
と
思
い
防
火
水
槽
に
近
づ
く
と
、
な

ん
と
そ
の
正
体
は
、水
泳
用
の
プ
ー
ル
だ
っ

た
の
で
す
。
防
火
水
槽
と
間
違
え
た
の
は
、

プ
ー
ル
に
し
て
は
小
さ
く
、
仕
上
げ
の
セ

メ
ン
ト
が
劣
化
し
て
い
た
た
め
で
す
。

　

数
字
か
ら
、
５
コ
ー
ス
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
、
四
隅
に
は
プ
ー
ル
か
ら
上
が
る

た
め
の
は
し
ご
ま
で
あ
り
ま
す
。
距
離
は

25
ｍ
あ
り
、
コ
ー
ス
は
少
な
く
て
も
、
十

分
な
機
能
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。し
か
し
、

こ
の
場
所
に
プ
ー
ル
は
不
釣
合
い
で
す
。

ど
う
し
て
も
気
に
な
っ
て
仕
方
な
か
っ
た

の
で
、
福
江
市
民
館
長
さ
ん
の
も
と
を
訪

ね
、
地
元
の
こ
と
に
詳
し
い
方
々
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ー
ル
は
、
昭
和
29

年
に
福
江
町
の
町
営
プ
ー
ル

と
し
て
造
ら
れ
た
こ
と
、
プ
ー

ル
開
き
で
は
有
名
選
手
の
模

範
水
泳
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
小

学
生
で
は
足
が
つ
か
ず
大
変

だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
用
の
浅
い
プ
ー
ル
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
当
時
は
、
旧
渥
美
町
が

で
き
る
前
の
福
江
町
の
時
代
で

す
。
ず
い
ぶ
ん
早
く
に
プ
ー
ル

が
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
学
校

で
最
も
早
く
造
ら
れ
た
プ
ー
ル

は
、
昭
和
32
年
の
中
山
小
学
校

で
し
た
。
昭
和
33
年
に
清
田
小

学
校
と
福
江
中
学
校
、
旧
田
原

町
で
は
昭
和
39
年
に
田
原
中
部

小
学
校
の
プ
ー
ル
が
造
ら
れ
ま
し
た
。プ
ー

ル
の
な
い
学
校
は
、
他
の
学
校
に
借
り
る

か
、
海
水
浴
場
に
行
っ
て
水
泳
の
練
習
を

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
、
全
て

の
学
校
、
公
共
・
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

や
娯
楽
施
設
に
も
プ
ー
ル
が
あ
る
時
代
で

は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
25
年
に
は
、
フ
ジ
ヤ

マ
の
ト
ビ
ウ
オ
と
呼
ば
れ
た
古
橋
広ひ

ろ
の
し
ん

之
進

　

市
内
最
古
の
プ
ー
ル
の
こ
と

が
、
野
田
町
に
あ
っ
た
馬
草
海
水
浴
場
で
、

馬
草
海
水
浴
場
の
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て

模
範
水
泳
を
行
い
ま
し
た
。
古
橋
は
世
界

記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
、
日
本
だ
け
で
な

く
世
界
に
名
を
知
ら
れ
た
水
泳
の
選
手
で
、

そ
の
活
躍
は
敗
戦
後
、
日
本
復
興
の
原
動

力
と
も
な
っ
た
国
民
的
ヒ
ー
ロ
ー
で
し
た
。

当
時
の
野
田
中
学
校
の
教
頭
先
生
の
教
え

子
だ
っ
た
縁
で
実
現
し
た
の
で
す
。
観
光

が
盛
ん
な
旧
渥
美
町
が
先
進
的
に
プ
ー
ル

を
造
り
、
旧
田
原
町
が
海
水
浴
場
を
造
り

観
光
を
進
め
て
い
た
と
は
、
興
味
深
い
話

で
す
ね
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
先
ん
じ
て
福
江
町
に

プ
ー
ル
が
造
ら
れ
た
か
は
、
よ
く
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
ひ
っ
そ
り
と
、
そ
の
役
割

を
終
え
た
プ
ー
ル
は
、
防
火
水
槽
と
な
っ

て
地
域
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】蔵
王
山
展
望
台
か
ら
見
え
る
富
士
山

▼
蔵
王
山
か
ら
の
朝
焼
け
の

風
景
。天
気
が
い
い
日
に
は
、

田
原
市
か
ら
で
も
富
士
山
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。雲
が
あ
っ

た
り
、霞
ん
で
い
た
り
、き
れ
い
な
富

士
山
が
見
え
る
日
は
、ご
く
わ
ず
か
。

何
日
も
通
い
つ
め
、よ
う
や
く
撮
影

で
き
ま
し
た
。今
後
も
、市
民
の
皆
さ

ん
に
、美
し
い
田
原
の
風
景
を
お
届

け
し
て
い
き
た
い
で
す
。（
Ｏ
）
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◦現在は防火水槽として使われている旧福江町の町営プール


